
２０２４年５月５日 主日礼拝      ＜誕生祝福式＞ 
  

司  会  ①髙木兄   ②間兄   ③佐藤兄（福原姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    
                                     

賛  美      讃美歌４６１番「主我を愛す」 アーメン 
        （Never Worry）（神の国と神の義を求めよ） 
 

３つの愛・３６５日信仰宣言 

 

   聖  書                                                                                          ①②  ルカによる福音書１９章１１～２７節  (P１２２) 

③                               ヨハネによる福音書１４章２７～３１節 (P１６６) 

 

音  楽  ①   ヴァイオリン独奏：小山勇児兄（V） 

    ②③ ヴァイオリン独奏：小山勇児兄（ピアノ：山野翠姉） 
    
   誕生祝福式 

メッセージ ①②                                        「ミナ・御名・皆」     小林詩音副牧師 

③  「別れのことばの深さ」  大川従道主任牧師 
   

賛  美      「主にまかせよ」（讃美歌２９１番） 献金 

頌  栄      「シャローム・シャローム」 アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                       

 

【大和ニュース】    
☆本日は子どもの日。子どもたちの成長を主に感謝します！私たちは皆神様の子！ 
* 本日､バルナバ会（１２：４５・３階ロビー）、青年会、学生会、中高生会。 
第４礼拝は清水補教師「毎日がボーンアゲイン！」。１８：００～１９：００。 

☆明日の月曜・祝日は、献堂記念聖会！マレーシアより、レイモンド・ムーイ先生が来られます！
祈り心をもって、大いに期待して臨みましょう！主はいやし主です。 

  ［癒しの聖会：１４：００～］ ［癒しのセミナー（伝道者向け）：１０：３０～］ ※どちらも大和駅からの送迎有 

 
・ 今週も祈祷会があります！水曜と木曜。説教はスペシャル映像。祈りましょう！ 
土曜は生花・講壇のお花、会堂掃除(１２：００)。楽しいでーーーす！ 

* 日曜日はシャローム館オープン。無料の美味しいコーヒー・紅茶があります！ 
※５月１９日から日曜日の大和駅発の送迎バス時刻が一部変更となります。第一礼拝は 
６：３５（ワゴン車）。第二礼拝は８：１０と８：３５。第三礼拝は１０：１０と１０：３５。 

* 主日礼拝人数 ①８１人(２４１) ②２３１人(１８２) ③２６６人(１９４) ➃２２人＝１２１７人 
       定例祈祷会 水曜６１人(１４８) 木曜１３９人(６９)＝４１７人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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石の枕  

 

 「わたしはよみがえりであり、命である。わたしを信じる者は、たとい死んでも生きる。」

（ヨハネによる福音書１１章２５節）。 

 今回はお二人の聖徒の御召天のご報告をいたします。 

 ひとりは、日本を代表する牧師であり、大学者である「加藤常昭牧師」のこと。 

 去る４月２６日、主の御許に召されました。享年９５。４月１５日がお誕生日でした

ので、誕生日カードと少し感謝の言葉を添えました。すると、音声をもって御返事を 

くださいました。先生の著作は何百冊もありますが、この生のお声は、貴重な宝を 

いただいた気持です。皆様のお祈りを感謝し、特に加藤先生宅の３軒隣りにお住い

の浜田昌功ご夫妻（大和教会員）は、特別な「水をくむ僕」（マタイ１０の４０～４２） 

として天に記録されました。栄光在主！ 

 

 もうおひとりは、日本中からアイドルのように愛された「星野富弘」さんです。 

２８日、呼吸不全のため亡くなりました。７８歳でした。 

 星野さんは１９４６年、現在の群馬県みどり市、旧東村で生まれました。 

群馬大学を卒業後、中学校の教員だった２０代の時、部活動の指導中の事故で

手足の自由を失いました。しかし「マイナスは、大きなプラスになりました」。 

 入院中に口に筆をくわえて文字や絵を書き始めたのをきっかけに創作活動を 

スタートさせ、一つの作品の中に絵と詩が盛り込まれた「詩画」と呼ばれる作品を 

生み出してきました。やがて、イエスキリストを救い主として信じて、洗礼を受け、 

クリスチャンとして輝くようになり、彼の作品で、人生の苦悩から救われ、クリスチャン

になられた人は大勢おられます。みどり市にある「富弘美術館」は、開館から今年で 

３３年目を迎え、これまで入館者は７００万人余。 

 私大川は、個人的に結婚なさる前からの信友でもあり、何度もお会いしています。 

召される前に、もう一度お会いしたかった、という思いでいっぱいです。 

 勿論、天国での再会の約束がありますので、その日には、手足も自由で、大声で 

賛美も祈りもできます。彼の奥様もお母様も「水をくむ僕」賞を受けられます。何と 

いっても再会の希望がありハレルヤ！です。「Millions of Thanks」（百万回の感謝）。 
 
 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ルカ２４章～ヨハネ３章 Bコース：列王紀上１０章～列王紀下３章 


